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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種提出書類について、管理者印は慶長が捺印する為、忘れずに提出すること。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備しているため、各自確認して記載すること。

・デイケア保険について、利用者に案内をしているため、加入希望者がいた際には、用紙への記載を促していくこと。デイナイトケア利用者に関しては、青風荘スタッフへ情報を伝えている。

・4/20（土）六角堂祭、春の会実施。
・3/26、27、28中級昇格試験実施。

・次回（3/16～4/15）勤務表について申請した年休が反映されているか確認すること。

・利用者対応に気をつけ、対応した際は記録に残すこと。
・4/12（木）4/13（金）4/15（月）いずれかで慶長JGMがLPみさわにて勤務する予定。詳細決まり次第情報を共有していく。
＜研修案内＞
〔内部研修〕

・看護グループ内研修
3/13（水）17:15～18:15　テーマ：精神科看護の役割　講師：佐藤AOM

〔外部研修〕
・3/13（水）はちふくプラザ根城で、センター主催の研修会が開催される
参加希望の方は、センターへ事前の連絡をするように
・3/23（土）アルコール関連の研修会が青森市で開催される。詳細は部署宛てのWIZメールを確認すること。

・3/28（木）認知症セミナーの案内があり、詳しくはWIZ掲示板を確認すること。
＜各種締め切り＞
・疾患別診療計画書（医師評価必要な方の分）3/25（月）までに慶長JGMへ。書式内の意向聴取者は馬場の名前を入れること。

＜利用者様情報＞
デイケア
・中村与一郎様～昨日より就労継続支援B型事業所カシオペアで就労を開始、また昨日特定相談支援事業所、グループホーム世話人、青陽館、就労先スタッフとでサービス担当者会議を実施。今後の週間予定は、月曜日：休養、火・木・土曜日：就労(10：00～14：00)、水・金曜日：デイケアとなる。本日利用予定であったが電話連絡があり、腰痛の為整形外科を受診する為欠席するとのこと。次回デイケア利用日には、就労状況や体調等を確認していく。
・繁名　和恵様～本人より「肩と頭が痛くて、吐き気がするのでデイケア休みます。」と電話がある。グループホーム世話人へ話していないとの事で、相談後に再度連絡頂く事とし終話している。その後世話人同伴で来所、表情は笑顔だが「肩痛い。手が挙がらない。」と言い、ラジオ体操は座りながら行っている。
・鈴木　碧　様～表情穏やかに来所、進学の状況は4月から通信大学の進学が決まっているが、通信高校の卒業が10月であり在籍期間が重複する状態とのこと。仕事については派遣登録をし、先週日曜日に試験会場の駐車場案内や会場案内を7時間行い、次の日まで疲れが残ったと話す。今後も単発でアルバイトをしていく予定であり、今週の木曜日・金曜日と駅弁作りの仕事があるとのこと。早朝の仕事であり、無理のないように行うように助言している。馴染みの利用者様が欠席であり、「1人かぁ。」と言う事はあるが、プログラムに普段と同様参加している。
・笹目子　誠様～父様より電話連絡があり、対応。内容は本人の就労についてであり、現在、父様の年金にて生活している状態で有り金銭面が厳しいこと、本人の年齢を考えると出来るだけ早めに決まって欲しいと考えていることとなっている。本人の今後について青陽館スタッフと話し合いたいとのことで、3/14（木）10：30以降に父様来所予定となっている。
デイナイトケア
・小野寺ノリ様～昨日主治医3月初め頃より左眼瞼が腫れていたことを報告、炎症を抑える為に点眼液を処方となる。青風荘より情報提供があり、今朝スタッフが挨拶をすると「おやすみ」と挨拶することがあり、不適応な返答をしていたとのこと。デイナイトケアでは普段と変わらない様子は窺えており、引き続き様子観察していく。
・吉田　富秋様～首回りに湿疹があり塗り薬を塗布、塗り薬は本人管理となっている。本日の歯科受診で歯の治療は終了となる。
・岩城　敏夫様～青風荘より情報提供があり、昨夜19時にトイレに入り長時間籠っている。トイレを終えたところで状況を確認すると、便がなかなか出ない状況でありトイレットペーパーで肛門部分を拭くと便の附着はあるが残便感があると話す為、踏ん張りすぎて出血しないよう声掛けをしていたとのこと。本日のデイナイトケアでは上記内容の訴えは聞かれていない。
・大下　良悦様～

・袴田　淑子様～青風荘より情報提供があり歯科受診にて抜歯を施行、痛み止めの薬が処方されているとのこと。本日のデイナイトケアでは抜歯による疼痛はないと話している。
・津嶋イチ子様～3/21（木）に外出予定となっている。本人の症状に影響がないよう直前まで本人に伝えないようにすることで青風荘と対応を共通させていく事としている。本日声高に話すことがある等気分の高揚と思われる行動が見られている為、引き続き注意して様子観察していく。
ナイトケア
・特記なし

＜事例検討＞
カンファレンスシート（　木村　義重　様）

実施日：H31年3月13日（水）13：30～14：00

検討内容：現状と目標の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：馬場
	氏名
	木村　義重　様
	性別
	男
	年齢
	63
	生年月日
	S30年4月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	肝機能障害･低カリウム血症･甲状腺機能低下症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上、対人関係の改善

	本人希望
	病気を再発せずに生活を維持していきたい

	家族希望
	同上

	入院歴
	計10回（最終：H18年1月24日～H28年7月2日）

	通所歴
	1回目

※今回：H30年4月17日～現在（週/月～金曜日）

	その他サービス利用
	・青風荘の利用(7/1より)

	住居：青風荘
	家族構成：3人兄弟（長兄）



	利用制度
	障害基礎

年金1級
	
	自立支援医療　利用中

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、生活を維持する
	①服薬を継続し、病状悪化予防する。病状の変化に適切に対応できるようになる。
	①-1服薬を欠かさずに行う。
	①-1来所時にスタッフは服薬状況を確認する。飲み忘れがあった際には、スタッフに話し、状況の振り返りを行う。話し合い、本人が実践しやすい対処法を提案し、確実に実践していく。

	
	
	①-2自身の病状の変化に、気付くことが出来るようになる。
	①-2自身の病状悪化のサインを知り、自覚できるようになる。スタッフは病状変化の有無を観察し、変化がある際は自分で気付くことができるように声をかけて現状を伝えていく。

	
	②日中の活動性を向上、維持する。
	②プログラムに積極的に参加し日中の活動性を維持、デイケア利用日外での活動性を向上する。
	②プログラムに参加し、知識の向上や日中の活動性の向上を目指す。スタッフは本人の生活状況を確認し、デイケア利用日外での活動を確認、本人が出来る内容での対処法を提案し、本人は実践していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①-1服薬を欠かさずに行う。
	・青風荘の利用開始に伴い、デイナイトケア利用となる。その際に青風荘での生活に慣れるまでは薬の管理はスタッフが行っていた。
・8月以降、薬を自己管理するようになっている。現状忘薬なく経過している。
	忘薬に関しては現在問題ない状態と言え、現在重点的な対応が必要なこととして、無気力、意欲低下へのアプローチと考える。上記理由により目標や治療計画から服薬に関する目標をいったん外すこととする。

	①-2自身の病状の変化に、気付くことが出来るようになる。
	・病状悪化のサインとしては、過去の入院直前の様子では、苛々感・易怒性・衝動性、意欲低下・無気力等がある。
・退院後、上記状況になった事はないと話しており、デイナイトケア内でも同様の様子は窺えていない。

	現状、青風荘やデイナイトケアにて問題となる行動はなく経過している。病状変化に関する関わりは今後も必要であると考えるが、本人の理解力が低い様子が見られている為、本人のレベルに合わせた目標設定が必要であると考える。上記理由により目標を変更。

	②プログラムに積極的に参加し日中の活動性を維持、デイケア利用日外での活動性を向上する。
	・プログラムへは自発的に参加しており、途中退席や不参加はない。
・栄養指導や日常生活動作など、生活上で役に立つ勉強に関して興味があると話している。
・上記のような生活に役立つことを学ぶことを本人は希望している。
	現在プログラムに参加はしているが、参加状況は良好であるとは言えず、無気力、意欲低下が窺えている。本人の理解力を考慮しながら、症状悪化のないよう無気力や意欲低下へのアプローチを考えていく必要があると考える。上記理由により目標を変更。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化せず、生活を維持する
	①日中の活動性を向上、維持する。
	①プログラムに積極的に参加し日中の活動性を向上、デイナイトケア利用日外での活動性を向上する。
	①プログラムに参加し、積極的に取り組む。作業療法では、毎回何をどこまでやるかを明確にした状態で取り組む、座学のプログラムでは板書内容をノートに書き写しながら取り組む。スタッフは上記内容通り取り組めているかを振り返り、行えてない場合は対処法を提案、実践していく。プログラム中に何もせず居眠りする等の無気力な状態を減らしていく。

	
	②病状の変化せずに過ごすことができる。
	②自身の病状の変化に、気付くことが出来るようになる。
	②スタッフは病状変化の有無を観察し、変化がある際は自分で気付くことができるように声をかけて現状を伝えていく。変化について振り返り、本人が理解し実践できる対処法を検討し実践していく。


